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「布団の無料点検サービスで
す」と業者が訪問してきたの

で10枚ほど布団を出した。「いい綿な
のでもったいない」と強引に打ち直
しを勧められ、断りきれず承諾した。
出来上がった布団を持って来たとき、
初めて12万円と聞いた。解約したい。
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大
杉
町（
下
大
杉
町
・
大
杉
中
町
）方
言
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
談
話
⑦―

　今
回
も
１
９
９
６
年
に
収
録
し
た
大
杉
町
で
の
自
然
談

話
を
紹
介
し
、
特
徴
的
な
方
言（
傍
線
部
）に
つ
い
て
解
説

し
ま
す
。
文
字
化
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
表

音
的
片
仮
名
表
記（
文
節
分
か
ち
書
き
）を
用
い
、
適
宜（

　

　）内
に
共
通
語
訳
を
付
し
ま
し
た
。
な
お
、
大
杉
町
方
言

の
談
話
資
料
の
紹
介
は
今
回
で
終
わ
り
、
次
回
か
ら
は
丸

山
町
の
方
言
談
話
を
紹
介
し
ま
す
。
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ユ
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に
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ー

　ヒ
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オ
イ
デ
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シ
ン
マ
ル
ワ

　イ
マ
ワ
ン
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ー（
今
は

ね
）
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ユ
ワ
ネ
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ッ
ケ
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岩
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サ
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財
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し
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ッ
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ホ
シ
テ
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フ
ユ
ワ

　ダ
レ
モ

　オ
ラ
ン
ガ
ヤ（
い
な
い
ん
だ
）
　ハ

ナ
タ
テ
マ
チ（
花
立
町
）。
デ

　マ
ル
ヤ
マ
ー
ネ
ァ（
丸
山

に
は
）
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ケ
ン
ホ
ド

　オ
イ
デ
ル
ン
デ

　イ
マ
モ

　オ

イ
デ
ッ
カ
ナ
ー

　フ
ユ
。

Ｃ

　マ
ー

　フ
ユ
ワ

　ソ
ヤ
ン
ド（
そ
う
だ
け
ど
も
）。

Ａ
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ド

　オ
ラ
ン
ノ
ヤ
。

Ｂ

　オ
ラ
ン
ノ
ヤ
リ
ャ
コ
ソ
ニ
ャ（
い
な
い
ら
し
い
こ
と
に

は
）
　シ
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ボ
ネ
ァ（
新
保
に
は
）
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ッ
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Ａ
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。

　
　

【
解
説
】

•
ナ
ル
サ
カ
イ
、
モ
ッ
テ
オ
イ
デ
ッ
サ
ケ…

〜
サ
カ
イ
、

〜
サ
ケ
は
共
通
語
の「
〜
か
ら
」に
あ
た
る
接
続
助
詞
で

す
。
関
西
地
方
で
生
ま
れ
た
〜
サ
カ
イ
が
北
陸
地
方
に

伝
わ
り
、
後
に
〜
サ
ケ
の
形
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
同
じ
話
者
が
両
方
の
形
を
使
っ
て
い
ま
す
。

•
オ
イ
デ
タ
ネ
ー
、
オ
イ
デ
ル
ン
デ
、
オ
イ
デ
ッ
カ
ナ
ー
、

シ
テ
オ
イ
デ
ル
ン
デ
ー
、
キ
テ
オ
イ
デ
ル
ワ
ネ…

前
の

三
つ
の
オ
イ
デ
ル
は「
い
る
」の
尊
敬
表
現
、
後
の
二
つ

の
〜
テ
オ
イ
デ
ル
は
補
助
動
詞「
〜
て
い
る
」の
尊
敬
表

現
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

方
言
談
話
資
料
に
見
る

　小松
方
言
の
特
徴

　その
７

大杉町の人々の暮らしを見守り続けてきた大杉神社のイチョウ
（小松市指定文化財）
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－◥◤
も
う
一
つ
の
石
文
化
〜
盤
持
石
〜
◢◣－

　石
文
化
の
日
本
遺
産
の
認
定
に
よ
り
石
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
祭
礼
時
の
一
つ
の
行
事
と
し
て
、

ど
の
集
落
で
も
石
を
持
ち
上
げ
て
力
自
慢
を
競
う「
盤
持
」

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
期

以
降
の
社
会
変
化
に
伴
い
、
娯
楽
の
楽
し
み
も
様
変
わ
り
し
、

「
盤
持
」も
次
第
に
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　幸
い
に
も
、
使
わ
れ
て
い
た
石
は「
盤
持
石
」と
し
て
神

社
や
公
民
館
の
一
角
に
並
べ
て
置
か
れ
て
い
ま
す
。
平
成

13
〜
15
年
に
、
こ
の「
盤
持
石
」の
所
在
を
博
物
館
が
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
90
町
内
で
３
２
２
個
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

い
か
に
各
集
落
で
行
わ
れ
て
い
た
か
が
分
か
り
ま
す
。
石

は
自
然
石
が
使
わ
れ
、
手
取
川
水
系
で
は
安
山
岩
か
凝
灰
岩
、

郷
谷
川
水
系
で
は
流
紋
岩
が
多
く
用
い
ら
れ
、
そ
の
重
さ

は
小
さ
い
も
の
で
は
50
キ
ロ
、
大
体
は
１
０
０
キ
ロ
前
後

を
幾
種
類
か
用
意
し
て
競
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
60
貫（
２

２
５
キ
ロ
）の「
仁
間
石
」と
呼
ば
れ
る
巨
石
が
向
本
折
町
に

伝
わ
っ
て
お
り
、
過
去
に
２
人
し
か
持
ち
上
げ
た
人
が
い

な
い
よ
う
で
す
。

　現
在
こ
の
行
事
は
、
莵
橋
神
社
の
秋
季
例
祭「
西
瓜
祭
り
」

で
盤
持
大
会
と
銘
打
っ
て
、
米
俵
と
磐
石
を
使
っ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
75
キ
ロ
の
米
俵
を
持
ち
上
げ
た
者
だ
け
が

１
２
０
キ
ロ
あ
る「
盤
持
石
」に

挑
戦
で
き
ま
す
。
も
う
一
つ
の

石
文
化
と
し
て
、
こ
の「
盤
持
」

を
地
域
の
秋
祭
り
に
、
ぜ
ひ
復

活
し
た
い
も
の
で
す
。

図
書
館
市
史
編
纂
担
当

　

☎
24
・
５
３
１
５

あ
ん
ざ
ん
が
ん

に
し
ま
い
し

ば
ん
せ
き

す
い
か

ご
う
だ
に
が
わ

り
ゅ
う
も
ん
が
ん

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

▲盤持大会

賢い消費者になろう

消費せいかつ
VOL.
88

あんしん相談センター　☎24・8071
消費者ホットライン　　☎188

問い合わせ

不要な布団を引き取ると言ったのに!?

トラブル回避のポイント
◆「不要な布団を引き取る」などのう
たい文句には注意が必要です。
◆業者が自宅に上がり込み、強引な
勧誘をするなどトラブルにつながる
可能性があります。
◆不要な勧誘はきっぱりと断りまし
ょう。契約後もクーリング・オフで
きる場合がありますのでご相談くだ
さい。

事例

1
2

3
4

松
太
く
ん
　第
６
回

　絵

：

た
く
ろ
ー

な
か
な
か
、

い
い

布
団
を

お
使
い
で
す
ね

打
ち
直
し
し
た

ほ
う
が

い
い

で
す
よ

ほ
う

10
枚
ほ
ど

あ
る
ん　

じ
ゃ
が

う
〜
ん

断
り
き
れ
ず

頼
ん
で
し
ま
っ
た

ど
う
し
よ
う

布
団

の
無
料
点
検

サ
ー
ビ
ス
で
す

い
ら
な
い
布
団
が

あ
れ
ば

下
取
り

し
ま
す

あ
ん
し
ん
相
談

セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
み
た
ら

そ
う
か
、

わ
か
っ
た
！ ※
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術
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攻
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、

、
、
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、
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、
、
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、

い
ち
ょ
う

ば
ん
も
ち
い
し

■イルミネーション点灯式
とき　10月5日（水）17時30分～
ところ　JR小松駅西口広場
内容　芦城中学校吹奏楽部による演奏、「Ms.の会」に
よるぜんざいの振る舞い
問い合わせ　まちデザイン第1課　☎24・8100

毎年恒例！

JR小松駅前イルミネーション
期間　10月5日（水）～平成29年2月19日（日）
日没後から22時

～DVをなくそう～

パープルライトアップ
期間　10月31日（月）～ 11月6日（日）
16時30分から22時
ところ　市民公園（JR小松駅前）

■パープルライト点灯式
とき　10月31日（月）17時30分～
ところ　市民公園（JR小松駅前）
内容　コマツHAPPYMELODY児童合唱団に
よる合唱、安納いもスープの振る舞い
問い合わせ　市民協働課　☎24・8217

光かがやく、
やさしいまち・こまつを目指して
街行く人を和ませるイルミネーション。ロマンチックな街歩きを楽しもう。


